
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

教育長への意見表明を経て 
                                      校長 安藤 咲織 

 長い夏休みが終わり、しばらく静かで寂しかった学校に活気が戻ってきました。久しぶりに会う友達は

どんな顔をしているのか？楽しみだった人もいるでしょう。一方で、今日は少し気持ちが重い人もいるか

もしれません。そんな人は、夏休み前に学んだ「今の自分の気持ちに気づき、受け入れること」を大切に

過ごしてみてください。そして周囲の人は、全校集会でも話をした『思いやりのブーメラン』をたくさん

飛ばしてほしいと思います。 

 

 さて、8月 20日(木)に生徒会役員が教育長と教育次長を訪ね、「目黒区の学校作り」について意見表明

をする機会をいただきました。この取組は『こども基本法（令和 5年）』と『目黒区子ども条例（平成 17

年）』に基づき目黒区が初めて行ったもので、区内の小中学生を代表して宮前小と十中の児童生徒が意見を

まとめました。内容は次の 10 項目で、来年度改定される『めぐろ学校教育プラン（目黒区の学校計画）』

の貴重な資料となるそうです。 

 

子どもが考える「理想の姿」  ＊「教育長への報告書」より一部抜粋 

                   

【学習内容に関すること】                         

   ① 勉強を通して喜びや達成感を実感できるようになりたい 

  ② 楽しみながら集中して（学習に）取り組めるようになりたい 

  ③ 自分のレベルや興味にあった内容・スピードを選べるようになりたい 

  ④ 自分の興味関心や、やりたいことに合わせて学べるようになりたい 

  ⑤ 安心して発言・質問できる学習環境がほしい 

【人間関係・安全安心な学校に関すること】 

  ⑥ 尊重する態度や行動、発言をしてもらいたい 

  ⑦ 仲の良い友達や、信頼できる先生がいてほしい 

  ⑧ 勉強や人間関係で困った時、正直に相談ができ、最後まで話を聞いてくれる人がほしい 

【行事・部活動・委員会に関すること】 

  ⑨ 活動を通じて人間関係を深めたり、喜びや楽しさを共有できるようになりたい 

【健康・生活習慣に関すること】 

  ⑩ 健康のために充分な睡眠、適度な運動、好き嫌いなく食事をとれるようになりたい 

 

これらの考えは、主に二年生と生徒会役員がまとめたものですが、より良い学校作りについて友達同士

で意見交換したのは貴重な経験だったと思います。でも、これで終わりではありません。理想の学校作り

のために行動するのは誰なのか？まずは大人たち。学校の先生や職員はもちろん、保護者・地域・教育委

員会を含む外部機関の方々にも協力してもらわなければなりません。そして、忘れてはいけないのが学校

の主役であるみなさんです。自分たちが考える理想の学校を、大人と一緒に作ること。そこにこの取組の

本当の価値があるはずです。特に二年生は、これから学校の中心として活躍する機会が増えます。受験で

忙しい三年生をサポートし、一年生を引っ張りながら温かい学校作りに励んでくださいね。大いに期待し

ています！ 

 

十中だより 

 

【教育目標】 自ら課題を追求し､主体的に生きる人間性豊かな生徒を育むために 

自ら鍛える生徒、求めて学ぶ生徒、互いに認め合う生徒の育成を図る 
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こんな学校だったら

いいのにな・・・ 



（★は当日参加した人、☆は当日参加できなかった人です） 

★城地幸星さん（３年） 

 意見交換の際に、学校生活の中で改善してほしいことを伝えるだけでなく、今までの生活で良かったこと

や満足していることも伝えました。教育長や教育次長さんは、私たちの意見をとても真剣に聞いてくださり、

とても嬉しかったです。自分としては非常に有意義な協議だったと思うので、この環境を作ってくださった

全ての方に感謝しています。今回は私たちが代表でしたが、それまでに二年生がとても真剣な話し合いをし

てくれたと聞いています。おかげで私たちもスムーズに考えをまとめることができました。二年生のみなさ

ん、ありがとうございました。今回のことを日々の学校生活で活かし、より良い学校作りをしていきましょ

う。 

★髙橋春妃さん（３年） 

 私は「他学年との交流をもっと増やしたい」ということを伝えました。委員会や部活動に入っていない生徒

でも、他学年と交流することで仲良くなったり、困ったことを相談できるようになると思ったからです。協議

はとても緊張しました！自分の意見を説得力のある理由で伝えることが難しかったです。自分の経験を踏ま

えながら、他学年との交流のメリットについて話をしました。これからもみなさんの声を聞き、楽しく過ごし

やすい学校作りを目指して頑張りますので、よろしくお願いします。 

★伊藤太郎さん（２年） 

 私は「生徒が相談しやすい環境作り」について伝えました。楽しい話し合いになって良かったという思い

と、一緒に参加していた宮前小の児童もしっかりしていてすごいなと感じました。これで目黒区の学校がよ

り良いものになったらいいなと思います！ 

★高橋杏さん（２年） 

 私は「少人数の授業をもっと増やしたい」と伝えました。塾に行っている人とそうでない人で習熟度が違

い、差が出てしまったり、人数が多くてなかなか質問できないことがあったからです。教育長と話をすると聞

いてとても緊張しました。自分が言いたいことを頭の中で簡潔に、分かりやすく説明するのは難しかったで

す。しかし、どうしたら伝わるかを考えることができ、今後につなげたいと思いました。みなさんの意見をも

とに、もっと良い学校にしたいと思いますので、これからもよろしくお願いします。 

☆小泉想さん（３年） 

 今回の報告会について、私はこの第十中学校だけではなく、目黒区全体を背負う思いで取り組んできまし

た。みなさんの学校生活がより良く、快適になるように全力で考えました。私たちの声で学校は変わります。

まずはぜひ、自分から行動を起こしてみてください。 

☆石原愛和さん（３年） 

（当日は参加できませんでしたが）全校生徒に発表する時も緊張するので、意見表明が上手くできるか不安

でした。私たちは日頃からどのようにしたら十中がより良い学校になるのかを考え、活動を行っています。み

なさんもぜひ十中ご意見ボックスに意見を入れたり、ペットボトル回収に参加したり、協力してくれたら嬉

しいです。 

☆鈴野はるさん（２年） 

 たくさんの人の意見と向き合う中で、一人ひとりが学校生活に対し様々な思いや願いをもっていることに、

改めて気づきました。また、みなさんが日々感じていることは、学校や教育をより良くしていくために大きな

力となると実感しました。これからも自分の意見を大切にし、みんなでより良い学校を作っていきましょう！ 
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